K 君。 

御 便り 越 中 魚 律の 貧乏 寺に て 拝読。 当所 は 旧友の 今 

は 行 ひすました 草庵であります。 八月 一杯 滞在。 九月 

つら じ 

にこの 坊主の 紹介で 黒 部 山中の 酒造家 へ 草鞋 をぬ ぐ予 

定 です。 頃し も 酒の なんと やらい ふ 季節であります が、 

さう いへば 流浪の 餞別に と 君から 貰った 酒盃、 君の 店 

で 最も 高価な 珍 器と い ふ 御 自讃 であった が、 坊主 の 意 

見に よれば 名古屋 製の まが ひ 物の 由、 黒 部 山中の 清酒 

にはちと 向き かねる とい ふ 辛辣な 眼識で ありました。 

さて、 紀元よりの 課題の 件、 改まって どうい ふこと 

を 五 枚の 原稿紙に 書き つらねて いいやら、 とんと 見当 



私 はや はり、 人間の 感情に 対する 新ら しい 批判の 確 

立、 憎しみ や 愛 や 悲し み 怒り を 最も 厳格 に 追求す る マ J 

とに よって、 神に よって 許さる ると も 我に よって は 許 

されず、 神に よって 許され じと も 我に よって は 許さる 

る 底の、 生命の 道徳 を 確立す るた めの ほかに、 小説 を 

書く 勇気はありません。 

東洋 的な 諦ら めと 悟り、 これほど ちかごろ 癩に さわ 

る もの はない。 つづいて、 之に 対する 軽卒な 反抗、 つ 

まり 殆んど 追求と いふ こと をせ ずに、 軽々 しく 怒り、 

歎き、 悲しみ、 喜び、 自殺す ると ころの 無批判 的な 自 

己 惑溺、 これ も 亦、 ややともすれば 小生の 陥り 易い と 



ものであります が、 ああ 之 は 果して 偉大な 道徳の 確立 

であらう か！ 

K 君、 今度 は 名古屋 製の まが ひ 物で はない 酒盃 を、 

九月 前に ぜひ 一対、 表記のと ころへ 送って くれた まへ。 
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